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退職を迎えて

　　　　　

釧腎会事務局長

　　　　　　　　　

早

　

坂 要

　

卒業・人学・転勤とあわただしいこの頃、

￥の訪れも身近かに感ずる､Lうｒなりました。

　

時の流れは早いもので･､………ろろ乍間動め

丿刊鉄をろ川１日を･もって終llﾆ符をうちまし

た・

　

就職Ｌだ昭､釦ンフ小:1、=lだ食糧雖のなこ･

りがある時代で闇｀仁が知行し、閑銭が唯一の

交通機関として、活躍1.てり.･jだ時代でもあり

ました．

　

昭和ろ５年頃より石油の時代とｱなり、道路

の舗装化、自動･ICの発達、飛行機のジー･､ツト

叱、蒸乱機関･ltからノーゼ川

層のスピードを要水される時代えと移って行

ったのです．

　

日本列島改造論により、新幹線の誕生、そ

して、今は国鉄の分割・民篇化えと人きく様

変わりＬようとしております．皆様の期待忙

応えられる交通機関として変身する事を願う

ものですｏ

　

退職したとはｊえ、実感のともなわない口

々を過ごしておりましたが．日頃、体の弱い

娘が気ｒなり、１月中旬、娘のいる四岡ｒ向

い１した．

　

釧略とは別世界です．庭ｒは、ボーレン草

人根、こ十口大根が食べ頃．バンジー．椿、

水仙等が咲きほこっており、気候の良さを物

諮っていました．分厚い外套等着る必要がな

く、布靴で孫と散歩．晴れた日は汗ばみ、素

足ｒなりたい様な鵬気でした。

　

私の通院した病院は、２０名程の患者が透

析を受けており･ヽほとんどが６ロトを過ぎた

方々でした。

　

腎友会は４く、納報交襖もない、困った･11

や卜み小等ヽ相談する人ものない、活気のな

いｰじ､ヘホームのようｒ兄えヽ会が出来ていた

なら、と会の必要性を強く感じます。

　

令い、私ｒは、それr)の事を解消する事が

できろ仲間と公がある'jjr>心強さを感じま

した。

　

j【|腎勁ｊ、北海道の中でもいちはん活発な

公であ｡'･ド・､.rわれ、ぶり路巾民Cこもその存在が

認めしい=卜ところであ|ﾉます、

八口 J･声りかｊｔり_1.4

いう卜口1;こ向ヵ･

思いｌｊ≒

努々した、

助け介う, L、

その或囃ｸﾞ､.･と

　

楽Ｌぐ、世こり･:､余が継続ごり、るi.う、各

々が英測汐川し介い、命の惇さヽ生きら;fべ、

事の幸せを、もう‥一度、考い起こＬて兌１し

よう。

　

左輩患者の残し'(でべた、～トり払出･制席

に感謝しヽこれから透t町を始める方々勺ため

にも、釧腎公の発展に努りして行きたりと思

います。

　

退職して、ぢえる時間ができたせいでＬよ

うか、または老化L.たのでし､tうか、過去４･

振り返っているｰ‥私‥'です・

　

肉体は寞えても乱持は片乍でありたい……
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はがきの無償配付

　

毎年実施してむります、郵政省の身体障害

者ｒ対するｒはがき｡1の無償配付、今年も実

施されます。せつかくの好窓です、有効に利

用しまし.tうっ

　

・配付枚数

　　

２０枚

　

・配付開始

　　

４月２０日頃より

　

・身障手帳と印鑑が必貿です。

　

・近くの郵便局にて配付を受けて‾ドさい、

　

・詳しい事は４月上旬、新聞ｒ載る事と思

　　

いますｏ
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f,稗川クII

　

よ)れは昭和５４年ごろのことでしょうか、坂を･ひると心切れかしてとうﾐこも

ならなくなっｱﾆので、市立病院へ行って喫査を受けてみ/こところ、血汀Eが２００

以上もあり、彬臓が悪くなっていると討われました、医片に言われて驚いた私

は

　

仕･jiも休んで３ケ川ほど通院をしたのでした、この問、なんとなくｐ足が

むくんでいるような乱がしていました｡そうして通っていZ二

　

1唱和５５年、２

川２７日のこと、私は突然い回戦石閲となり

　

気孜巾で市･?:病院に運ばれたの

です｡その時のことは

　

まｎｱこく口えておりません、竃がついﾌﾟこ時にはペット

の十にいたのです。場所は雙巾治療室いＧ;)でした、心腕には

　

いつの間に

か外シャントかつくられており、透析も心われていたいです｡そうして一ケ川

ほど透析を続けておりました。内シャントもその問につくりました｡

　

この時のことは、何がなんだかよく解らず、蓼を砲ているような気分でした-

　

５５年４月２５日になって、林田クリニックという新しい詞院ができたとい

うので、さっそく移り

　

透析を始めました

　

林川に侈ってから／年くらいは、

辰く歩くことができずに

　

ストレッチャ一に梁-･､て

　

透析室への石ﾐ鉦をしてお

jjましだ。私の客族、とりわけけなどは

　

私が叱んでしまろのではないかと思

っていたそうです、そんな状態だった｡仏も

　　

一年を辿ぎたころか｡聡　麓ん忙ん

元気になり、自分で嗜の川りのことができるようになりました｡死ぬと随い､て

いた私か元気､になったのでほや弟たちは

　

;ｔたまたびｰ｡､くりしたｋうでした。

　

ところが、元気になっ/ことはいえ、仕小は既にやめていたので、こま-jてし

まいました｡まﾉﾆｲ上丿以こもどれるほどの休力もなくなっていました

　

″ｙＷの家

にいっても、みな励いているので大変だということで、現任は、林田先生に特

別1､≒う可をいにだいて人院させてもらっていまず

　

はんとうにありか1'いと辺。

つています、|こ・トμこは家に帰る.ｋうにしていまず_Ｘ.朕も弘の祠･'<V.'

　

すり

かり切れてしまい

　

あま０父にしていないい弓です。これからも体､凋をくずさ

ないようにしていこうと思７)ています。
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心jL病院の心況か

　　　　　　　　　　

・A1･

　　　　　　　　

lj……リ?;j恥2

　　

7･=り；パi.1りj 'i:リ1:.

竃そら･ﾝ゛いてみた・

μ噸
－
１
１

者

吋 陸

病院C･こ胎丿こ時て、透附

　

私か面液辿析から離tlてから９ヵ月ｒなる

jべ唾F卜応こ一歩足を踏み入､れると、昨日１

でここに涌つだ錯μ障ご陥る､。

　

街者びんも、行護婦さんも前と少しも変つ

ていをいごつい懐1.さが頭の中をよぎるj.74

ん;な明るい。個々の生活の中忙人れはI、各自

色々間～を抱えている人もあろうが、こうし

　　　

て、みんな十仕を覆べている限り、￥和であ
●

　

る■.1

　

逃むlr室の巾で情報4,ｖ･くらカ･あったａ

　

能勢さんがC A r DKふみきつた事、

　

今までのシャントが使えなくなったため、

場雨を雀えて作ったのですが、それが、現在

発達が1パIれてい心ので仰定的な意味あいも

會めてのこ･μであったようである。当初は若干

の1･ラヅルはあったものの、入院中はまあま

あうまくりっでいた様に聞いていた。か退院

Ｌでからに仲々思う様ｒいかず、下安、食欲

下振、ﾂlウ吐、等々で、今はすつかり調子を

< f Lてしまい、透析を今、父やっていると
か‥-…‥-。

　

私も令ぐ同じ体験を持つてい１すので、彼

女の気持ｄ本当によく解る、この時期は、本

肖ｒつらく、すっかり落ちこんでＬまう。

　

これからどうJ-るか、それは自分で選ぱな

ければならカい｡1自分の身体と今礎の生活と

？､Lぐ考え、最良の道を選んでほしいものだj

　

次に、今ＯｊんのベツＨで行ってみた｡

彼々の目から町友会の人切さ、患者個Å､が会

に対する自覚の必要さを1喝いた時はビックリ

した｡

・
ｄ
一
１
１

-
-'
*
ｘ
_

ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
四

　

何でも、透析１０年目を迎えた患名の座談

公に出席し、当初の暗らい苦しい時代を想い

出し、色々考える所があったのであろう。世

話ｒなった病院の先生達も加えての１０年は

先生も患者も、-致団結で。夢中で過1.か乍月

であったろうと思われる。現在、ソッと振り

返ってみる時、。£くも今まで坑張って来られ

たという思いと、今の医学の進歩振りＫ、ま

だまだ今後も生きられるという期待と、寄せ

ては返る波の様ｒ、むもいはめぐったのだろ

うと想像される。

　

何はともあれ、彼女の口から一八ひとりの

ガは本肖ｼこ微力万ものなのだが、その気持を

結集する事により、人き万力となって世の中

を、政治を動かすﾉJがあると力説されたし

　

これらの事は、決っして他人の為だけの問

順ではなぐ、やがて自分の身に形をかえてか

えってくるのだから、と康張りなけれぱ'卒･･･

……と言葉は結ばれた。

　

一時、感情のもっれがあったとはいえ、公

を脱した1･jiのあろｊ葉とはどうしても思えな

かった、こんな話は、私が一一人占めしては実

にもったいないと思った。日頃、役貫の方々

が身をも･しんで会のために力を出してくれて

いる耶が、こうＬて少しずつ実を結んでいる

証拠ではないだろうか。
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心
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ｒバレーはどこに.i

　　　　　　　　　　　　　

上

　

田

　　

弘

　

７Ｕ数年に１度しかＱられ｀ないというバレ

ーズ･f七イ熱が最鳥潮となっている。

　

今回見なけれぱ一一一生見る事が出来ないとい

う事なので、我家でも于供とバレー観察とな

った。

　

ろ月２ろ日の朝２時、寝ないでいた戸供達

が私を起す・少々、腹ごしらえをＬ、寒ぐな

らない様ｒ身仕度をして５人（私、長男、長

男の友人Ｊの出発とヽなる。

　

観禦楊所は、小鳥く水平線が見える、白糠

ｒ太陽の手丿広場とする。申で現地ぴこ到着す

ると、同じ職場の人と子供のろ人が来ている。

　

見える位置関係を、ｆ供は学佼の先生、職

鳩の同僚は釧路博物館の学芸ほに、それぞれ

浦いて来たとか。二人の位置関係は一一致する。

　　

方向角･･丿ろ０度

　　

仰角･･･６産

　

この方向を、朝のろ時頃からｒハレースイ

セ･fはどこに」、といい71がら探Ｌた。

　

当日は、肉眼ではこの方向ｒ何も見えない

が、漁船の明かりが確認出来るので、見透し

以良い１うである。

　

双眼鏡、望遠鏡で観察を続ける。

･ヽレースィセイとーると、本体から尾がある

というので、蜷のある星を探す。

　

目指す方向9こ１ヶだけ星が見える・しかＬ

これ忙は尾がない。尾があつてほしいと頭の

巾で思うと、何だかある様にも思える。

　

付近を探してみるが、この砥以外に見える

ものはない。

　

創４時過ぎとなる。６人で１時間以上も尾

のある星を探しても見当らないため、我々６

Å､の聞では、現にｌえていろ星をｒバレーｘ

イセイ｡6と決定する9りこした。

　

現在見えている星の位置関係を観測して帰

宅する１に1.た。

･jﾓlクロスワ ﾄ’パズ ，I,･y.

　

２月り-1'･●ヽ:……if-.‘'Sl

　

i..・j＝

　

‥‥‥‥CL

たi, dﾐ解r^ 1 4 r:･ハリ心９衣川へ乱選で次

のり々に記念岫４･麗Ｌﾄ.けます．

　

肖選者

　

釧略市立病院の渡辺交ｆさん、志谷初江さ

ん、今村ッヤｆさん､、林田クリニックり山沢

道チさん、東山初枝さん、伊達千代Ｆさん、

木｢IﾉいR于さん、荒

　

藤年さん、協iZ病院の

菊地はつえさん、厚岸町立病院の波佐谷純考

さん、以.1ﾆ１０名の皆さん、おめでとうござ

います．

　

今月号の同趣を出題Ｌます。mti-c -tつて該

当する心葉で埋めて行くと｡二収ワクの文字で

季節の壽集が出来上ります………。

　

aﾐ解者１０名に記念品贈呈。正解・当選発

表は６月り･ｒて・/゛切は４月ろ0 1に ご応募

む侍ち致します・

　

解答宛先……jil路市新富吋J1番Ｚ号・林田

クリニック内・釧腎会事務局編集部。下’記『

記人の上。郵送または各病院幹事さん経由て1。

　　　

………りj

　

り

　

取

　

り

　

線………

　

４川ひｉたんちよう｡トパズル

答

１近東の春を運んでくる……

病院名

氏

　

名

ぷみお､リク～
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か鴫いてます・

①峨雪を割って＝エ・し卜心が肖!を出ＬまＬた

　

もう春が過束ｒやって米まＬた。

Ｏｙまた来てね万丿うん、いいｏｃよ./八1

⑩｝ｘ一八･-のむ買物、公計はいox//}

⑩丿ホーアルの（バこて=で待ち降わせ.t

②1リビングルームつて９･い話がＣＯの'ff J

c f COリホステルは片人の旅を助ける所.i

⑩J’ 111路のタ焼ロは街を･ｒレンジ‥･一色に染め

　

て、私の体も夕焼けにＣ;（ニ.すでにＣすμ.1

－一
言

回

　

②

０
　
。
‐
１
－
１
１
～

　

ら一一

　

会.CIのｔ向

　

j･;7，

○新患者

・鈴木三男・釧路市止･I柚和ろ4､年６月２０

　

日生・６０年４月１９日開始・標茶町旭哨

・夏棚悦郎・釧路市立・kiV:. 1 4乍２月２１

　

日生・６０年１０月ろＯ□開始・釧路市幸

　

肛］

・池田敏明・釧路市立･昭和１７年１１月１

　

７日生・６０乍１２月１７日開始・釧路巾

・後藤康則・根室市立・咄和２８年１１月１

　

４日生・６０年１２月１７日開始・根室市

　

駒場町

・山口エミｆ・釧路市立･昭和１１叫１月２

　

日生・６０年１２月２０日開始・釧路巾

・杵淵幸男・労災病院・昭和２印１０月ろ日

　

生・６０年１２月２６日開始・白糠郡白糠

　

町

・栗非育Ｆ・協立病院・昭和８年５月２０日

　

生・６１年１月７日開始・釧路市

・柴野ミ

　

日生・
ヨチ・日赤病院・昭和６年２月19

61年１月９日開始・釧路巾

・遠藤京ｆ・労!X4病院・昭和ろ０年２月２０

　

日曜・６１年１月１０日開始・釧路市

・脇田久幸・日赤病院・昭和５年８月１日生

　

・６１年１月２１日開始・釧路市浦見町

● 外略芳江・釧玲市立・昭和ろ６年６月１１

日生・６１乍１月２２Ｈ開始・釧路市新富

□

町
島
生

　

キこiノ・日赤病院・A-IE5年７月1 1:1

・６１年１月２８Ｈ開始・痙莱町新富
－■ ･石田窟子・根室巾を・鵬和１０年１２年１

　

日生・６１乍１月２８日開始・根室巾琴平

　

町



・岡本順

・卯藤溥

・佐藤春男

・葛西由春

●菅原ユキェ

・山谷繁

夕烏ifj

釧路巾

釧路巾

阿寒al」

釧路心

阿寒町

○変更者

・谷内勝美・根室､aS:/:から帯広･、

・６０年９月

・西弘・根室市立から日亦病院-、

・６０年１月

・吉田ミッ‾F・日赤・釧路市駒場町

○入会者

・夏場悦郎・銚路市立・６１年２月.１り

・清水ａ和・釧路市立・６１年４月より
・葛西由春・釧路市立・

●菅原ユキエ●〃●

●佐藤美代●〃●

●木村干恵●〃・

●脇田久幸・日赤病院・

●岡本順一●林川クリ●

・栗井育ｆ・協吃病院・

6
＊
＊
:
ｔ
Ｓ
:

μ
な

○退会者

’岩崎幸ｆ・釧路市立・６１年ざけJ末ｒて

・大竹考治・釧路南包・･z

恟おくやみ

・桧国元作・釧路dべC・6トｊトにじ.’

・り松繁・涼いy病院・６１卜こ．ノ勺廿と

・田￥良允・叫室djぐ・60=ry･トｔ［こ

・原聞拝洋j^･・川赤病院・611軍ろりソロ死

（釧齢巾・鵬和

１４年１０八ノド回Ｅ・６１年２月８川開

始Ｊ

@CAPD導入者

・木村唆・釧路巾宛

●喩堀悦郎●･/

●加藤呻●g･

・能勢セキ・jll路街々:・不謝ｒ付申止
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編集部から会員の皆様へ

｛
‘ｊ

哨
.ゝ

ら匂八……バ,.度………i ･j.･－ トし：

，ぶ匯y余畷;,叫紙クたんしよう

た
に

で、そ自完行の征義１一役ljりを15‘えてみ

と心い･レト、

達、釧町公々ほな逃析患者であるぷ以外

ヽ陸釣り色々な分鈴忙その生鵬？腱開し

思胞胚jlk、貼今、性別、各々違ったパー

‘トyバで存在Ｌていますぃ

Ｕ八１口色ｊとｄわれる様C･こ、一

つの１がらｒ対Ｌても一人ひとり･考え方が違

うでし１うL.、それだから「意見､jl論議」

が生･れて来るのでしｌう。

　

私進の釧腎公て･も、多くの会ほの皆さんの

：意兌ｊを筰に役はを選川し、1’論議』を尽

し、組織を運富しております。

この随に運営されている釧畔会の動きや、
行事の杵知、それｒ人切な事は！釧腎会と1.

での考え方､1を公ほに知らしめる事です．

　　

い

処ずれげ良いのか.にｰ-つのﾘS象が発生する

変に役心ざんは仝腎協・道腎協・過去の経験

.等と参川し、ぢえ方を試行錯誤の末、結論を

出Ｌ、会員に周知撤底を計らなければなりま

せんc，

　　

卜紅月発行八川来ないｔたんち､とうＪの他

ぶこ事榜岫会報が折にふれ発行されているのは

・まさにこのﾘsの為に^なのです・

　　

ｆ隔11発行､yのj¨たんちようｊｒはニュー

　

ソ.昨の要毒は少ないけれど、考えて欲しいtμ

　

がら力ぐシやンt･ j と‾Jtう記事をはじめとし

　

て目で触わているはずです．

　

そして、最も々切刄嘸関紙ｊたんち・うｊ

で澗せられている役割りは、Ｆ公μの意見や

＾ｉＸ.)i　tｏ免表の叫とＬての部分ｊであり、私

連搦槃部もg’何んとか会員の投稿を.iと会員

．からの自圭性を･=IﾐんLTた稲集方向で卜まで進

めて１いった次第てす．

　

＼-＼''MでぶべまＬたごとく、透析忠吝という

彩以外は、=?つたくっながりのない私達です

パしし．強所的に剛当て、、f1リμの強要や、ブラ

　

’･･･ンーらヽｙj.スバ､け..啄力、さけて来たっ
もjにこす

　

あづfて･Jにリ.jの怖15 ｚ;.のり子池を町･Rし

た胴集､丿決を､L冰1-;てか……‘丿’.1した･、

　

結果は残念なから原稿皆無の為、‘卜務局公

報の‾こ番煎じのうめき足合う様な仕衣になる

ところが続いておりまそ、

　

編槃部の試みとして、ある病院で会員に「

順番を決めて原稿を書いてもらう.:方法をと

ってむりますが．どの様呪完勝するか興味．

大いに湧く所であります．

　

あらためて、会員の皆さん忙呼びｊ叶１す．

磯関紙ｉたんちようｊは皆さんの意見や考’

の発夫の場です．役員さんや編集委員の苦1’

の彫物をのせるアリバイ磯閔紙にはL.たく

りません．

　

会ほの皆さん、ぜひもう一度、あ‘なたのｊ

葉をa‾たんちよう』収:およせﾄ’さいｕ

　

ｒ随筆.卜I闘病体験記､目’統一14感想.ltぷ

・川柳・俳句Ｊｒテレビ番組批評.jrタレン

ト批評.;r趣味の紹介.1rカット・マンガ.1

その池、会貝の皆さんの情報交換の場とし

お使いドさっても結構です．例えぼｉ緯って

Ｆさい、譲りますコーナーＪを作って不用r71

交喚でもやってみますか………へ

　

会員の皆様がｒたんちよう』を生かして

されぱヽｅ発行の意義・役割りとは」などと

人けさにかまえるものてはありません､、

　

釧腎会磯関紙1’たんちようｊ、大いにはは

たかせるのは会員の皆さんの力ｒかかってむ

ります.･

　

非、友だのｄ｀

　

であなたの瞭

』

をおよせドさい．

釧腎会機関紙ｒたんち.Lうご

　　　　　　　

編

　

集

　

部
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